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あるが、一部のみ残存しているものとみられ、文様

はない。残り２点の肩部には集線文が装飾されてい

る。

　本稿ではこの台附長頸壺表面に遺存する漆塗膜の

構造を紹介し、２世紀における漆工技術の一端を紹

介する。

Ⅱ .試料並びに調査の方法

　塗膜分析に供した台附長頸壺は、高さ約 34.5cm、

口径 19.0cm、胴の最大径 28.7cm、低径 17.0( 写真１, 

図１) であり、土器表面に茶褐色を呈するやや光沢

のある塗膜が部分的に遺存する ( 写真２)。

　臺附長頸壺より剥離した塗膜試料をエポキシ樹脂

（主剤 : アデカレジン EP4200、硬化剤 : アデカハー

ドナー 4332、配合比 5：2）に包埋し、試料断面

を研磨して反射光による観察を行い、次いで研磨面
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Ⅰ .はじめに

　1991 年と 1992 年の二度にわたって釜山大学校

博物館が発掘調査を行った下
か た い

垈 ( 하
ハ デ

대 ) 遺跡は蔚
うつざん

山

広域市蔚州区に位置し、青銅器時代から三韓時代に

かけての墳墓と集落が形成された大規模な複合遺跡

である。このうち 44 号墓は２世紀後葉の造営であ

り、初期木槨墓の資料として三韓時代の発展過程を

解明するうえで重要な位置を占めている。

　44 号墓は一部盗掘されていたものの、被葬者の

装身具類として曲玉、環玉、小玉、水晶製切子玉な

どの玉類、組合式牛角形把手付壺、菱形集線文と鋸

歯文で装飾された台付長頸壺、炉型土器などの土器

類、3 点の鉄剣、鉄帽 31 点、鉄鏃 15 点、有刺利器、

板状鉄斧、鉄製農工具など大量の鉄器が出土した。

この他にも床面から漆の痕跡が確認されており、胎

が消失していることから木胎の漆製品が副葬されて

いた可能性がある。

　出土した 3 点の台附長頸壺のうち、1 点に黒漆の

痕跡が残っていた。胴の内面を除いて全面に黒漆が

図 1　台付長頸壺実測図

写真 1　台付長頸壺

写真 2　胴部に遺存した塗膜
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を鉱物用スライドガラス ( 厚さ 1.2mm) に前述のエ

ポキシ樹脂で接着し、試料の厚さを約 20㎛まで研

磨して生物顕微鏡ならびに走査型電子顕微鏡により

観察を行った。

Ⅲ .結果と考察

　写真 3 は土器表面より剥落した塗膜片の表面で

あり、塗膜の表面は平滑で、明褐色を呈している。

写真４は土器に付着した面であり、土器に接した面

は黒色を呈しており、その外側に写真３にみえる明

褐色の層が重なっている。写真５は塗膜の断面を薄

片にして顕微鏡観察した結果であり、写真６はその

拡大である。断面写真５、６により、塗膜は２層で

構成されていることがわかる。写真６によると、下

層の塗膜のほうが上層よりも薄く、濃色を呈してい

る。さらに両層の断面には大きさの異なる円形の空

隙が分散しており、漆の精製度がやや低いことを示

している。

　通常、目視で黒色を呈した漆の塗膜断面には黒色

顔料が混和されていることがあるが、下層の塗膜に

黒色顔料は認められなかった。一般に、100℃以上

に加熱した器物の表面に漆を塗布すると、黒色顔料

写真 3　土器表面より
剥離した塗膜片 (表面 )

写真4　同(土器付着面)

写真 5　塗膜断面

写真 6 塗膜断面の拡大

写真７　漆を焼き付けた土器表面の色調

写真８　同、塗膜断面

を混和せずとも塗膜は黒色が濃くなる傾向がある。

そうした技法を焼き漆と呼び、鉄器や銅器の金属表

面に用いることが多い。写真７は土器表面に漆を焼

き付けた実験資料であり、漆の色調は黒色を呈して

いる。写真８はその塗膜断面であり、やや褐色を呈

している。

　以上のような 44 号墳から出土した台附長頸壺の

漆塗膜を調査した結果と実験データを比較してみる

と、土器表面の下層漆黒色は漆塗布時に顔料を混合

したものではなく、漆を高温硬化させる技法である

焼き漆の技法が用いられた可能性も考えられる。
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